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7月5日（水） / July 5 (Wed.)　12:00 ～ 12:50 B 会場（141 ＋ 142） / Room B（141 ＋ 142）

LS1B レフェイン・ジャパン㈱ /Refeyn Japan, K.K.
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7月5日（水） / July 5 (Wed.)　12:00 ～ 12:50 C 会場（431 + 432） / Room C（431 + 432） 

LS1C マルバーン・パナリティカル / Malvern Panalytical
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7月5日（水） / July 5 (Wed.)　12:00 ～ 12:50 D 会場（131 + 132） / Room D（131 + 132）

LS1D 日本蛋白質構造データバンク / Protein Data Bank Japan
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7月5日（水） / July 5 (Wed.)　12:00 ～ 12:50 E 会場（133 + 134） / Room E（133 + 134） 

LS1E 東ソー㈱ / Tosoh corporation
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7月6日（木） / July 6 (Thu.)　11:50 ～ 12:40 B 会場（141 ＋ 142） / Room B（141 ＋ 142）

LS2B ブルカージャパン㈱ / Bruker Japan K.K.
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7月6日（木） / July 6 (Thu.)　11:50 ～ 12:40 C 会場（431 + 432） / Room C（431 + 432）

LS2C シュレーディンガー㈱ / Schrodinger K.K.
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7月6日（木） / July 6 (Thu.)　11:50 ～ 12:40 D 会場（131 + 132） /Room D（131 + 132）

LS2D ㈱堀場製作所 / HORIBA, Ltd.
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7月6日（木） / July 6 (Thu.)　11:50 ～ 12:40 E 会場（133 + 134） / Room E（133 + 134）

LS2E ㈱セントラル科学貿易 / CENTRAL SCIENTIFIC COMMERCE, INC.

D
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ly 6) 
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E	会場（133	+	134）	/	Room	E（133	+	134）
7月 7日（金）	/	July	7	(Fri.)　11:15 ～ 12:05

LS3E	 若手育成・男女共同参画合同ワークショップ / Luncheon WS on Gender Equality & Career Plan

世話人：若手育成・男女共同参画理事、男女共同参画ワーキンググループ
司会：谷中	冴子（九大）

アカデミアの研究者以外から見る博士の魅力について

• 10年越しの再挑戦
三田村 圭祐
協和キリン

• Doctor of philosophyを取るということは
中山 典子
大阪大学蛋白質研究所・特任講師 /URA
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若手育成・男女共同参画合同ワークショップ

日　時：7月 7日（金） 年会 3日目　11：15-12：05

会　場：E会場（133+134）

世話人：若手育成・男女共同参画理事、男女共同参画ワーキンググループ

司　会：谷中冴子（九大）

アカデミアの研究者以外から見る博士の魅力について

　「博士へ進学し、アカデミアで研究者になる」という博士号取得後の既定路線のイメージは急速に崩れつつあり、多く

の博士号取得者が様々なキャリアパスにて活躍している現状があります。企業に在籍しながら博士後期課程へ進学し学

位取得する等、博士号取得のためのルートも多様化しています。その一方で、日々の研究生活の中では、こうしたキャ

リアパスの話を聞く機械が少ないのが実情です。学会に参加したときこそ、様々な人と出会い、話を聞くチャンスです。

　本ワークショップでは、以下のお二方から博士進学に至る道のりやこれまでのキャリアについて話題提供していただ

きます。学部、修士、博士課程の学生さんや若手研究者の今後のキャリア形成の参考になればと思います。また、グルー

プの PIの方にもご参加いただき、是非アドバイスを頂ければと思います。

話題提供１（15分）：「10 年越しの再挑戦」 

三田村圭祐　（協和キリン）

　博士課程単位取得退学後、現職。大学院時代に海外短期留学や生化学若手の会活動（夏の学校実行委員、実験医学コ

ラムなど共同執筆）を経験。入社後は抗体医薬品の研究開発に従事しながら、現在学位取得に挑戦中。企業での研究生

活や博士号を持つ意義について私見も交えながらご紹介いたします。

話題提供 2（15分）：「Doctor of philosophy を取るということは」 

中山典子（大阪大学蛋白質研究所・特任講師 /URA）

　2002年、北海道大学にて海洋化学研究で博士（地球環境学）を取得。学振特別研究員 PD、東京大学大気海洋研究所、

大阪大学大学院理学研究科助教等を経て、2022年より現職。地球科学者からリサーチ・アドミニストレーター（URA）

へシフトチェンジした背景や経緯、研究力を促進させるという仕事において、博士としての研究経験がいかに重要かな

どについてお話しします。

質疑応答・総合討論（話題提供の後、お話の内容に関する質疑応答、総合討論を行います。）


